
22回日本神経科学学会 (1999年7月､大阪市)｡

抄録央p.318.

4)加藤啓一郎 ･海野俊平 ･三上孝允 ･萎英男 ･

小山哲男 ･松元まどか ･長谷川良平(1999)学

習課砧遂行中に関連したFRBニューロン活動の

バース ト発火｡第45回中部 日本生理学会

(1999年10月､名古屋)｡日本生理学雑誌62(1):
54.

5)納家gi治 ･吉田正俊 ･伊藤昭光 ･柴田愁子 ･

伊原毅 ･松井芳雄 ･宮下保司(1999)霊長類下

部側il-d桑の視覚記憶ニューロン :TE野､36野

の比較｡第22回日本神経科学大会 (1999年7

月.大阪)｡抄録集p.232.
6)大西映士 ･小池智 ･井田美樹 ･今井啓雄 ･七

EI)労IITJ･竹中修 ･花揮明俊 ･小松英彦 ･三上孝

允 ･後藤俊二 ･パンパン･スリョプロト･北原健二 ･

山森田雄 (1999)マカカ属で発見された色覚迫

伝子兄常 (色盲)のサル｡第31回日本霊長頬学

会大会 (1999年6月､宮崎)｡霊長類研究 15:
419.

7)佃井)Jt:放 く1999)記憶学習のシナプス可塑性

と脳内システムのは点 :遺伝子-シナプス-

ニューロンー行動をつなぐために｡第22回日

本神経科学大会 (1999年 7月､大阪)｡抄録集

p.65.
8)棚井芳雄 (1999)サルによる刺激提示時間の

遅延見本会わせ課越の遂行とその行動解析｡第

22回日本神経科学大会 (1999年7月､大阪)｡

抄鉛災p.245.
9)雌非芳雄 (1999)ワーキングメモリーでの時

間コーディングを担う動的神経回路の研究｡公

開シンポジウム ｢目標達成型脳研究 :文脈主導

型.認識 ･判断 ･行動機能のための動的記憶シ

ステムの研究｣(1999年11月､つくば)｡ 論文

集 p.20-21.

10)桜井芳雄 (2000)多数ニューロン活動の同時

記録法 :その現状と展望｡ 筋22回生理学技術

研究会 (2000年2月,岡崎)｡抄録処p.12.

ll)海野俊平 ･加藤啓一郎 ･三上章允 ･妾英刃 ･

小山哲男 ･松元まどか ･長谷川良平(1999)学

習課題遂行中のFSニューロンのバースト発火｡

第45回中部日本生理学会 (1999年10月､名古

屋)｡日本生理学雑誌 62(1):53-54.

12)脇田真消(1999)聴覚皮質損傷後の聴覚弁別

学習｡第26回日本脳科学会(1999年5月､岡山)｡

抄録集 p.38.

分子生理研究部門
器官調節分野

林 基治 ･目片文夫 ･大蔵 聡 ･晴水成子

<研究概要>

A)霊長類脳内生理活性物質一分布特性と発生 ･

発達 ･加齢

林 基治 ･大平耕司l)･森 琢磨l)･

山下大輔1)･清水慶子 ･光永捻子2)･

伊藤麻里子3)

(1)胎生期チンパンジー (死産)の前頭前野,

前帯状回について脳由来神経栄養因子 (BDNF)

含有細胞を免疫組絞化学法を用いて調べた｡その

結果､BDNFは2/3層と5層の一部の錐体細胞に

のみに観察された｡また樹状突起に強い免疫活性

があり､BDNFが樹状突起から分泌されている可

能性が示唆された｡さらにニッスル染色で前村状

回を染色したところ5層には大型のSindle細胞が

観察された｡本細胞はチンパンジー前頭前野やア

カゲザル前帯状回には観察されなかった｡従って

チンパンジーの前布状回にSpindle細胞が存在す

るという性質は､胎生期にすでに内在的に決定さ

れていることが考えられた｡

(2)BDNFの受容体TrkBのサブタイプ間の

BDNFによるダイマ-形成の発達についてマカク

サル大脳皮質を用いて解析した｡その結果､胎生

期ではチロシンキナーゼをもつTK+のホモダイ

マーのみが祝察され､生後ではチロシンキナーゼ

を持たないTK-の発現が増加するにつれてTK-ホ

モダイマー､TK+TK-ヘテロダイマーが形成さ

れることが明らかにされた｡

(3)BDNFに特異的なELISA法を開発し､

BDNFタンパク質のマカクサル脳内分布について

を調べた｡その結果､BDNFは海馬､大脳皮質の

前頭前野.側頭野に多く､視覚野には少なかった｡

またBDNF及NT-3のマカクサルの脳内における

mRNA鼠の発現星を調べるために両分子に特晃

的なRT-PCR法を開発した｡現在両mRNAの脳

内分布とその発達過程を調べている｡
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B)血管内皮および血管平肘筋の怒気的応答

日片文夫

神経,筋肉等の邦杏性細胞の槻憶は彼等の細

胞膜の屯気的性質に大きく依存する｡股の稚気的

特性は外部から人為的に流された両流に対する隅

の反応を祝祭することにより知ることができる｡

しかし､問題点は通屯方法により股の反応性が苑

なることにあり､これまで､両気生理学の研究分

野において主要な未解決主題とLt残されてき

た.本研究室では先なる2つの通両方法-バヅチ

クランプ法と隔絶符法-を用い､細胞外通電と細

胞内退官馴こ対する非分離血管内皮細胞の反応を観

疾し.細胞のもつ興杏性および安定性を支配する

正本的機構の解明を試みている｡

C)霊長琉生殖機能の中枢内調節概柄

大蔵 聡

動物の性腺機能調節中枢である性腺刺激ホル

モン放出ホルモン(GnRH)パルスジェネレー

ターの活動を､視床下部に回田した慢性両極を用

いて電気生理学的に記録した｡卵巣除去ニホンザ

ルにおいて､約50分に1回の顕度で規則的に上昇

を繰り返す多ニューロン発射活動(MUA)が記録

でき,MUAの上昇と血中の黄体形成ホルモン

(LH)のパルス状分泌との対応が明らかとなった｡

D)低栄養による生殖機能抑制の神経内分泌機序

大歳 聡

低栄養ストレス条件下における性腺機能抑制

メカニズムを解明するため､卵虫除去ニホンザル

を用い､急性のグルコースまたは脂肪酸の代謝阻

却がパルス状LH分泌に及ぼす影響を検討した｡

パルス状のLH分泌は血糖利用阻害剤(2-deoxy-

D-glucose)の静脈投与により性ステロイドの有無

に関わらず一過性に抑制された｡一方､脂肪酸の

β酸化阻昏剤 (21merCaptOaCetate)の静脈投与

の効果は明瞭ではなかった｡以上の結果より､特

兄的な血糖センサーにより感受された血糖利用能

の低下がシグナルとなり､生殖機能を抑制するこ

とが示唆された｡さらに,特兄的血帖センサーの

脳内における局在を明らかにするため､肺臓型グ

ルコキナーゼおよびグルコース粒体 (ⅠⅠ型および

IV型)の免疫組総化学的=手･法による検出を拭みて

いる｡

E)霊長Flの生殖リズムの発現に関する研究

捕水犀千 ･光永総子2)･

伊藤麻里子3)･林 基治

(1)ニホンザルの季節繁殖リズムの発現機構

およびマカクザルの成長に伴う性腺系の変化を知

るため､視床下部一下垂体一性腺系に着目し､胎

生Jglから性成熟に達するまでの血中生殖関連ホル

モン動態を調べた｡また､併せて視床下部､下垂

体.性腺の組紙学的解析を行った｡性成熟時のホ

ルモン値上昇とともに.出生直後にホルモン倍の

上昇が見られ､この時期に性腺に活動があること

が示唆された｡

(2)合成プロジェステロンを用いたマカクザ

ルおよびチンパンジーの排卵抑制法を検討し､そ

の避妊効果および性行動に与える影響について解

析した｡この結果､合成プロジェステロンにより

排卵が抑制されること.この時.必ずしも性行動

の抑制は起こらないことが明らかとなった｡

(3)マカクザルおよび玩人綾の尿.莱.唾液

からの生荊関連ホルモン測定法を開発した｡尿､

巽中プロジェステロン及びエス トロジェンに加

え.尿中mCG.FSHの測淀が可能となった｡ま

た､専用の械署昌を用いない妊娠診断キットを開発

した｡

F)霊長研モデルにおける迫伝子研究

消水成千 ･中村 伸 4)･

平野 托S)･光永捻子2)

遺伝子中人坦体の安全性.布効性の評価系確

率のためにマカクザルおよびマーモセットに様々

なベクターを投与し､組紙頂偶､炎症反応.迫伝

子導入タンパク質の発現性について比較検討し

た｡

G)マカカ屈サルの繁軌特性

伊藤麻91子3)･純水G!千 ･林 基治

マカクザルの性腺機能を調べるために主に性

腺 (flm!および卵瓜)から分泌されるインヒビン

について免疫組純化学的手法を用いて調べた｡
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<研究箕摸>

論文

一英文-

1)Hamada,Y.,Hayakawa,S..Suzuki,∫.&

Ohkura,S.(1999)Adolescentgrowthand

developmentinJapanesemacaques(Macaca

fuscata):Punctuatedadolescentgrowth

spurtbyseasonPrimates40:439-452.

2)Hayashi,M.,Mitsunaga,F.,OhiraK.,
Shimizu K.& Yamashita.A.(1999)

Development of full-length TrkB-
immunoreactive structures in the

hipDuamPalformationofmacaquemonkey.

AnatomyandEmbryology199:529-537.

3)Hayashi,MりMitsunaga,ど.,Itoh,M.,

Shimizu.K.& Yamashita,A.(2000)

Development of fulHength TrkB-

immunoreactivestructuresintheprefrontal

andvisualcorticesofthemacaquemonltey.

AnatomyandEmbryology201:139-147.

4)Higo.N,Oishi,A【Yam ashitaA_Matsuda.

K.&Hayashi,M.(1999)Quantitativenon-

radioactiveinsituhybridizationstudyof
GAp-43andSCGIOmRNAsinthecerebral

cortexofadultandinfantmacaque

monkeys.CerebralCortex9:317-313.

5)Kishi.H..Itoh,M.,Ohshima.K.-Ⅰ.,Wang,

M.-W.,Watanabe,G.&Taya,K.(1999)

Regulationsofgonadotropinsecretionby

circulating inhibin, estradiol.and

progesteroneincyclichamsters.American

JournalofPhysiology277(Endocrinol.

Metab.40):E876-E882.

6)Nishiyama.T.,Tsumagari,S.,Itoh.M.,

Kimura.iWatanabe.G,Taya,a&Takeishi,

M.(1999)Immunohistochemicalstudyof

steroidogenicenzymesintheovaryand
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AnatomiaHistologiaEmbriologia28:125-

129.

7)Ohira,K..Shimizu.K.&Hayashi,M.

(1999)ChangeofexpressionoffulHength

andtruncatedTrkBsinthedeveloping

monkey central nervous system.

DevelopmentalBrainResearch112:21-29.

8)Ohshima,K.,Kishi,H.,Itoh.MIWatanabe

G..Arai.K..Uehara.K.,Groome,N.P.&

Taya,K.(1999)SecretionofinhibinA.

inhibinBandinhibinpro-αCduringthe

oestrouscycleofthegoldenhamster

(Mesoct･Lcetus aut･atus).Journalof

Endocrinologyi62:45I-456.

9)Tanaka,T..Nagatani.S.,Bucholtz.D.C..

Ohkura.S.,Tsukamura,H..Maeda.K.-Ⅰ.&

Foster.D.L.(2000)Centralactionofinsulin

regulatesDulsatileluteinizinghormone

secretioninthediabeticsheepmodel.

BiologyofReprcduction62:125611261.

-和文-

1)平野其 ･光永総千 ･清水慶子 ･中村 伸

(2000)霊長類などへの遺伝子導入｡Bウイル

スDNAワクチンの開発｡遺伝子治療入門 (斉

藤英彦､吉田純拓)｡名古屋大学出版会､pp.
18-27.

2)中村伸 ･平野其 ･光永捻子 ･河水慶子

(2000)霊長類モデルでの遺伝子治療研究 一特

に遺伝子ワクチン研究を中心に一｡フアルマシ

ア36:127-130.

総祝

一和文-

1)林基治 ･大平耕司(1999)脳の発達と神経栄

養EE子｡BRAlNMEDICALll(3):73-78.

報告 ･その他

一和文-

1)大蔵聡 ･鈴木樹理 (2000)サル短の頚静脈カ

ニュレーションと無麻酔 ･無拘束下の連続採血

法｡日本比較内分泌学会ニュース 96:28-33.

1)大学院生

2)ヒューマンサイエンス財田研究支援者

3)技能補佐員

4)迫伝子情報分野

5)遺伝子情報分野 ヒューマンサイエンス財団リ

サーチ ･レジデント
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Abstractsp.39.
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GAp-43andSCGIOmRNAsinthemacaque

LGN.Neuralmechanismsofvisual

perceptionandcognition20(Mar.2000,
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7)Mekata,ど.(1999)Theeffectoffield

stimulationonsinglechannelcurrentin
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GeneralMeetingofExperimentalBiology

(APT.1999,WashingtonD.C,USA).
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Abstracts25:1663.
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(1999)Assessmentofreproductivestatus
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greatapes.SAGA2&COBInternational

Symposium "EvolutionoftheApesand
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1nuyama).Abstractsp.60.

16)Suzuki,∫..Ohkura,S..Hamada,Y.&

Hayakawa,S.(1999)Hormonaldynamics

inadolcsccntJapanesemacaque･with

specialreferencetoIGF-1andsexual

stcroidhormonくさS.TheJapanSocietyfor
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Meeting(July1999,Nagoya).Proceedings

oftheJapanSocietyforComparative

Endocrinology14:45.

17)Tomonaga,M.,Suzuki,∫.,Ohkura.S..

Nakamura,M.&Abe,T.(1999)Arecognitive

experimentsstressfulworksforthe

chimpanzee(PantTDgJdytes)?:Relationship

betweenperformanceandphysiological

factorsduringcognitive-experiments.

SAGA2&COEInternationalSymposium
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HumanBeings"(Nov.1999.Inuyama).

Abstractsp.71.

18)Tsukamura,H..Thompson.R.C..

Tsukahara.S..Ohkura.S.,Maekawa.F.,

Moriyama,氏.,Foster,D.L.&Maeda.K.-Ⅰ.

(1999)Centraladministrationofmelanin-

concentratinghormonesuppressespulsatue

luteinizinghormonereleaseinthefemale

rat.SocietyforNeuroscience29thAmual

Meeting(Oct.1999,MiamiBeach,USA).
Abstracts25:1187.

-和文-

1)藤田志歩 ･杉浦秀樹 ･光永総千 ･滴水慶子

(1999)野生ニホンザルにおける卵巣周期のホ

ルモンと性行動の変化｡第15回日本霊長較学

会大会 (1999年6月､宮崎)｡霊長較研究 15(3):
407.

2)林基治 ･伊藤麻里千 ･清水慶子(1999)チン

パンジーの大脳皮質における神経細胞の分布と

BDNF含有細胞について｡第15回日本霊長切

､学会大会 (1999年6月､宮崎)｡霊長戟研究

15(3):451.

3)肥後範行 ･大石高生 ･山下晶子 ･林基治

(2000)サル外側膝状体におけるMARCKS迫

･伝子の発現｡第77回日本生理学会大会 (2000
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遺伝子情報分野

竹中 位 ･穴山 節l)･

平井啓久 lt臥2000*lFHE]榊 ･

中村 伸 ･汚岡一雄

<研究概要>

A)DNA分析による霊長軌の系統解析

竹中 修 ･リナ･H･ステイヤジ2〉･

アナ･カリナ･ザJてラグレン3)･

川本咲江4I･堀局由紀子5)

ミトコンドリアDNAには進化速度を兄にす

る街域があり､群内の個体差の検出から機関系統

関係まで､対象の霊長類のどの側面を解析するか

により使い分けることが可能である｡チトクロー

ムb迫伝子､D･loopの塩基配列比較によるスラ

ウェシマカク7和およびブタオザル.さらにチン

パンジーおよびゴリラの亜種間の系統関係の予備

解析を終えた.また中郡スラウェシのトンケアナ

とへツキの雑種形成地帯の計7群の試料につい

て､ミトコンドリアD-loop街域のPCR増幅一本

鎖DNA関取法による塩基配列決定比較をほぼ終

了し現在解析中である｡また名古屋文理大学竹中

晃子氏との兆同研究で祐脂血症のマカクについて

脂質代謝の血要な因子LDLRの迫伝子の解析を

行った｡

B)霊長知Y放色体DNAの進化

ユー ･スンスク3)･竹中 按

高等霊長Fl特にホミノイドの各矧 まその緊荊

構造に差異があり､性的二型､追捕能力も様々で

ある｡そこでY放色体DNAに注目し分析を行っ

てきた｡ニホンザルの発達加齢および繁殖期と非

繁殖期における精巣特異発現遺伝子(mRNA)を､

同一個体のバイオプシーとディファレンシャル

ディスプレイ法により検討している｡ 3才と31

才の個体で多くの異なる発現迫伝子を悦測した｡

それらの塩基配列の決定を行った｡

C)盟長柄の瓜田細胞迫伝学的研究

平井啓久 ･竹中 修 ･

BambangSuryobroto6)･毛利俊雄7)

44本の敗色体を持つテナガザル (Jat･グルー

プ)6租の内の5種45個体の染色体をC-バンド分

放法によって解析したところ､第8淡色体に3租
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